
 

 

 

 

 

広く受け入れ
可能な領域

受け入れ
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Ⅰ（安全）
Ⅱ（ALARP）

Ⅲ（危険）

（小） リスク (大)

許容可能なALARP領域

受け入れ不可能なリスクがない領域

図１ 受け入れ可能と許容可能の区分 

設計者が保護方策を講じ
た後の残留リスク

設計者入力使用者入力

設計者により講じられる保護方策

ステップ 2 安全防護（ガード、
保護装置）及び付加保護方策

ステップ 1 本質的安全設計方策

ステップ 3 使用上の情報
機械に
-警告標識、信号
-警報装置
取扱説明書に

使用者により講じられる保護方策
設計者により提供された
使用上の情報に基づくものを含む

組織
-作業手順 ,-監督 , -作業許可、追加安全
防護物の準備と使用,保護具の使用、訓練 等

リスク

すべての保護方策
を講じた後の残留リスク

リスクアセスメント
（機械の使用上の制限及び
“意図する使用” に基づく）

（設備や作業の見直し
による危険源の除去、
力・速度・エネルギの制
限、自動化、保全性、
人間工学的原則の遵守など）

（柵・囲い・覆い、安全装置など）

  図２ ＩＳＯ１２１００のリスク低減戦略 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）鋭利な端部、角、突起物などを除去する。
２）挟まれるおそれのある部分は、人体が進入できないように狭く
するか、または挟まれるおそれがない程度に広くする。
３）機械の可動部が発生する力を小さくする。
４）可動部の運転速度を小さくする。
５）可動部の持つ運動エネルギを小さくする。
６）応力の制限、過負荷の防止、破損や腐食の防止などに配慮する。
７）設備の見直しやレイアウトの変更によって、危険な設備を根絶する。
８）作業方法の変更によって、危険な作業を根絶する。
９）自動化によって、人と機械の接触危険性を減少させる。
10）有害性のない材料を使う。
11）転倒防止のために安定性を確保する。
12）ライン内の視認性を確保する。
13）誤操作しにくい配置や色とする など

図３ 本質的安全設計方策の具体例 

危険源 危険状態 危険事象 危 害

人が危険
源に接近

安全防護が
不十分

人による
回避の失敗

本質的安全設計
方策の失敗

安全防護
の失敗

管理的対策
の失敗

一
般
的
な
方
法

本
研
究
で
提
案
す
る
方
法

図４  労働災害の発生に至る過程 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 研究全体の流れ図 

N
o
区分 危害の
ひどさ
危害の
発生確率

分類

1
タイプ
Ａ

小 大 災害
多発機械

2 大 大

3 タイプ
Ｂ
甚大 小 重篤災害 発生確率は低いが重

篤度が著しく髙いため
に社会的影響の大きい
災害をいう。

タイプＡの災害

タイプＢの災害

過去に繰り返し発生
している災害をいう。

図６ タイプＡ災害とタイプＢ災害の区分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 機械の種類ごとの死傷災害件数の比較 

死傷災害の件数（平成 22～25年の総件数） 
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エレベータ及びリフト

混合機及び粉砕機

印刷用機械

旋盤

ボール盤及びフライス盤

動力伝導機構

ロール機（印刷用ロール機を除く）

チェーンソー

研削盤及びバフ盤

プレス機械及びシャー

コンベヤー

クレーン及び移動式クレーン

建設用機械

食品加工用機械

フォークリフト

木材加工用機械（チェーンソを除く）
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印刷用機械

ボール盤及びフライス盤

動力伝導機構

揚貨装置

産業用ロボット

射出成型機

研削盤及びバフ盤

ロール機（印刷用ロール機を除く）

旋盤

木材加工用機械（チェーンソーを除く）

粉砕機及び混合機

エレベータ及びリフト

コンベヤー

フォークリフト

クレーン及び移動式クレーン

建設用機械

死亡災害の件数（平成 22～25年の総件数） 

図８ 機械の種類ごとの死亡災害件数の比較 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険源の特定

誰にどのような
危害が及ぶか
の明確化

リスクの評価と
予防措置の決定

評価結果の記録

リスク評価を
見直し、必要な
場合は修正

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４

ステップ５

図９ 英国 HSEが提唱する 
5-stepリスクアセスメント 

図 10 “リスクアセスメントの実施支援システム”
の実施一覧表作成入力手順（抜粋） 



 

 

 

 

 

図 11 建設業の特徴 

図１２ リスク低減措置のレベルを上げるための 
建設作業所の PDCAサイクル 



 

図１３ リスクアセスメントの手順 

図１４ リスク低減措置の優先順位 



 

転落・転倒
84件（41.4%）

挟まれ・激突
91件（44.8%）

飛来・落下
22件（10.8%）

その他
6件（3.0%）

死亡災害
203件
の内訳

路肩から転落 24件
（11.8%）

斜面から転落
斜面で転倒

25件
（12.3%）

平坦地で
路面悪く転倒

5件
（2.5%）

バケット移動中
に転倒

10件
（4.9%）

トラックの荷台
から転落

6件
（3.0%）

旋回時に
挟まれる

18件
（8.9%）

後退時に
ひかれる

18件
（8.9%）

ﾊﾞｹｯﾄに挟まれる
ﾊﾞｹｯﾄが激突する

23件
（11.3%）

操作レバーと接触
し機械が不意作動

19件
（9.4%）

搬送物の落下
17件
（8.4%）

搬送物が
人体に激突

5件
（2.5%）

※その他 0件 （0.0%）

※その他 13件 （6.4%）

※その他 14件 （6.9%）

ドラグショベルで林道の整地作業中、路肩から41ｍ下の
沢へ転落した。

ドラグショベルのバケットに型枠用パイプ材を乗せ、勾配
約３０度の道を下りていたところ、ショベルが転落した。

法面（勾配２３度）上をドラグショベルで溝掘り作業中、
ショベルが下方に横滑りして転倒し、その下敷きとなっ
た。

ドラグショベルを運転中、ショベルが石に乗り上げ転倒
し、その下敷きとなった。

ドラグショベルで排土を積込み中、ショベルが重量バラ
ンスを崩して転倒し、その下敷きとなった。

ドラグショベルで土砂を運搬しようとしたところ、旋回途
中で地盤が突然崩れ、ショベルが転倒した。

路肩の歩車道ブロックの型枠取り付け中、後退してきた
ドラグショベルにひかれた。

材料運搬のためにドラグショベルの後方を通り抜けようとし
た被災者が、後退してきたショベルと地山の間に挟まれた。

ドラグショベルで掘削中、近くにいた被災者の右足にバ
ケットが激突した。

溝掘削作業中に、バケットと運転席右側の支柱の間に
身体を挟まれた。

道路の掘削工事中、土砂をトラックに積込むため旋回し
たドラグショベルの後方と電柱の間に頭部を挟まれた。

ダンプカーにドラグショベルを積込中、ショベルが後転
し、運転席から投げ出された際、下敷きになった。

ドラグショベルに乗り込もうとした同僚が誤って操作レバー
に触れたために、バケットが下降し、被災者に激突した。

運転席から身を乗り出してブームをハンマで修理していたと
き、身体が操作レバーに触れ、ブームが不意作動した。

ドラグショベルのバケットのフックに鋼矢板を取り付けて
引き抜き作業中、鋼矢板が振れて被災者に激突した。

ドラグショベルで伐採木の処理作業中、玉掛けした伐採
木を吊り上げたところ木が跳ね上がり、胸に激突した。

ドラグショベルのバケットに溶接されたフックを使って鋼材の
つり上げ作業中、鋼材が外れて落下し被災者に激突した。

図 15 ドラグショベルの典型的災害事例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起因物（M） 事故の型（T）
作業その他
の条件（O）

原因、
対策（C）

・コンベア

・ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ

・エレベータ

・リフタ

・トラブル処理
中に

・メインテナンス
中に

・搬送物が落下
して

・他の作業者が
機械を起動して

・挟まれ・巻
き込まれ

・墜落・転落

・激突され

・・・

・ガードの
未設置

・搬送物が
落下しやす
い設計

・起動時に警
報が鳴らない

業種（Ｉ）

・製造
・建設
・第三次

図１６ ＩＭＴＯＣ法によるデータ構造 

＜グループ1＞（H≦30）

＜グループ2＞（30＜H＜300）

＜グループ3＞ （H≧300）

注） ( ）内の数字は
件数を表す

感電

死亡 １

9.14休業 （402）

（44）

不休等 （？）

死亡 １

転倒

休業 （100,987）

（128)

789

死亡 １

激突

休業 （22,152）

（23)

963

死亡 １

切れ・こすれ

休業 （36,890）

（28)

1,318

死亡 １

動作の反動・無理な動作

休業 （55,905）

（2)

27,953

死亡 １

9.47

火災

休業 （303）

（32）

不休等 （？）

死亡 １

10.2

爆発

休業 （316）

（31）

不休等 （？）

死亡 １

19.9

破裂

休業 （199）

（10）

不休等 （？）

死亡 １

墜落・転落

休業 （78,843）

（1,123)

70.2

不休等 （？）

死亡 １

激突され

休業 （20,117）

（283)

71.1

不休等 （？）

死亡 １

挟まれ・巻き込まれ

休業 （62,156）

（616)

101

不休等 （？）

死亡 １

飛来・落下

休業 （28,212）

（202)

140

不休等 （？）

不休等
不休等

（？） （？）

不休等 不休等（？） （？）

図 17 事故の型ごとの比率Ｈの比較 


